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Priority measures
重 点 施 策

4 機能性を有した防災拠点としての
新庁舎建設検討委員会の設置
老朽化に加え、バリアフリーの対応不足、
耐震基準不適合の課題を解決し、安全・安
心で質の高い行政サービスを継続提供するた
めに、災害時に「防災拠点」としての機能を
有する新庁舎建設の検討を行います。

5 農産物の海外販路拡大（鉾田産
農業のブランド化）
農産物の PRを行い、海外販路を拡大すると
ともに、農産物のブランド化を推し進め、ふ
るさと納税での税収アップを図ります。

2 継続的支援のための子ども家庭
総合支援拠点の設置
すべての子どもと家庭および妊産婦を対象
に、福祉支援を強化します。特に要支援児童、
要保護児童の支援強化を図ります。

6 鹿島灘海浜公園 「海の駅」観光
拠点化プロジェクト
様々な可能性を有する鹿島灘海浜公園にて、
国・県・市・民間のパイプを活かし、魅力あ
る施設整備を実施し、鉾田市観光の一大拠
点化を図ります。

3 身近な場所で相談できる地域包
括支援センターの設置
生活圏域に設置することで、相談支援だけ
でなく要支援プランの作成まで継続的に行
います。

1 抜本的な見直しを図る財政健全
化計画を策定
人口減少に比例した財源規模へシフトすると
ともに、財政健全化計画を策定し、全庁的
な取組により抜本的な見直しを図り、財政
の健全化を推し進めます。

すべての人が自分らしく生きる社会

●在宅医療・介護の充実
●身近な場所で相談できる地域包括支援センターの設置・増設
●シニアにやさしいごみ処理体制の確立
●元気あふれるシニアの就労機会の創出
●認知症対策、生活習慣病対策、がん検診の積極的勧奨
●グランドゴルフ大会等の開催
●健康寿命延伸のための取組強化（健康体操等）

安心して過ごせる老後

●介護職員の待遇改善、キャリア形成支援
●介護認定調査のデジタル化

コロナに負けない医療提供体制の改善

●ひとり親家庭の病院外来自己負担金助成の継続
●こどもたちが安心して過ごせる学習拠点やこども食堂の整
備推進

ひとり親支援とこどもの貧困対策

●殺処分のための犬猫引渡頭数をゼロへ
動物愛護の推進

頼れる福祉3
もっと市民第一のほこたへ

● デジタルを活用した市民参加・住民自治の確立
● 「双方向」を実現した官民共創デジタルプラットフォームプ
ロジェクト推進

市民主体のまちづくりを全力支援

●スマホから住民票や印鑑証明などを取得できるDX（デジタ
ル・トランスフォーメーション）推進
●EBPM（合理的根拠政策立案）推進体制の確立
●抜本的な見直しを図る財政健全化計画を策定
●専門的知識を有する専門課の設立

役所手続きの徹底的な刷新と行政改革

●各委員会の女性構成比50%へ
●女性管理職の増加
●男性職員の育児休暇取得率向上
●市役所の段階的な定年延長
●組織活力を維持するための役職定年制の導入
●文書管理・電子決済システムを活用したペーパーレス化の推進

多様性を重視する働き方改革

市民第一の市政へ1

ほこたが
大好き!!

達成または順調
80%超公

約
達成または順調
80%超公

約

快適で持続可能なインフラ整備

●デマンド型乗り合いタクシーの継続と連携強化
●新鉾田駅北口へのエレベーター設置

移動が快適で楽しくなるまちづくり

●優先度を踏まえた個別避難計画の作成
●通学路等の防犯灯整備をさらに推進
●通学路の安全点検

災害と犯罪に強いまちづくり

●機能性を有した防災拠点としての
　新庁舎建設検討委員会の設置
●さらなる市道の整備（生活道路）
●旭スポーツセンターの耐震化工事
●大洋武道館の改修工事
●鉾田南小学校の敷地拡張
●鉾田南小学校の駐車場整備

持続可能なインフラ整備

防災・便利なインフラ4
こどもとママパパにやさしい子育て環境

●産科、婦人科の誘致
●不妊・不育治療費の助成
●18歳まで切れ目のない継続的支援の確立（子ども家庭総
合支援拠点の設置）

安心して出産・子育てできる環境づくり

●小・中学校給食費の実質無償化
●小学校スクールバス無償化の継続
●鉾田小学校跡地に認定こども園の建設
●デジタル環境を最適にするGIGAスクールを推進し、デジタ
ル・AI時代を見据えた教育の充実
●小・中学校へ外国語指導助手（ALT）の派遣増員
●給食の衛生管理体制の改善
●保育所の「食育」推進（安全で栄養が考慮された給食の提
供）
●虐待予防のシステムづくり
●いじめ防止・スクールソーシャルワーカー配置拡充
●生活困難世帯への学習・就学支援の拡充により教育格差
の解消

未来を担うこどもたちを育む教育

安心の子育て2

持続可能なまちづくりを
推進します。引き続き、
コロナから市民生活と
経済を守り、鉾田をさらに
前へと推し進めます！

　2017年に市長に就任して以降、「市民が主役」という
思いを胸に、対話を重ねながら「市民第一の市政」の実
現に向けて全力で取り組んできました。４年前に掲げた
公約は、8割を超える事業が達成または順調という進捗
状況です。これは一重に鉾田市民の力が集まり実現した
成果です。鉾田市は確実に変わり始めています。

　また、新型コロナウイルス感染症への対応という前例
のない状況にも、市民や事業者と市役所など様々な関
係者が一丸となりここまで乗り越えて来ました。

　何よりもまずコロナから市民生活と経済を守ること。
そして、４年間で実現してきた変化を、さらに本格化さ
せ鉾田市を前へ進めていくため、新たな公約をお示しし
ます。コロナ下の局面でも市民生活と経済を全力で守り、
鉾田市をさらに前進させていくため、みなさまのお力添
えをお願い申し上げます。

鉾田市長
黄色マーク部は『コロナ関連政策』です。

公約通り退職金9割カット
（1,475万1千円）が議会で可決
期末手当は昨年夏50%、
昨年冬・今年夏100%カット!!

!
STEP鉾田

明るい未来へ

ス テ ッ プ



新型コロナウィルス感染症の感染拡大及び長期化に伴う子育て世帯
への経済的な負担の軽減を図るため、児童手当の支援要件に該当す
る子育て世帯に対して、一人あたり1万円を臨時給付します。

高校でもICT教育の開始などにより、個人パソコンや家庭でのイン
ターネット接続などデジタル環境整備に係る個人負担が増えている
ことを鑑みて、高校生一人あたり2万円を支援します。

●廃校を活用した文化芸術の新たな活動拠点整備
●ふるさと納税事業の推進
●地域おこし協力隊の推進

文化と伝統が薫るまちへ

●スポーツクライミング推進事業（旧徳宿小）
●鹿島灘を利用したサーフィン大会やイベントの継続
●アメリカンフットボール公式試合の誘致（鉾田総合運動公
園）

スポーツでつながるまちへ

ほこたの魅力をともに創る

●鹿島灘海浜公園にて、 「海の駅」一大観光拠点化プロジェ
クト

●マイクロツーリズムを取り入れたイベントの実施
●鉾田市観光物産協会拠点の支援
●釣りの大会を主催し、海を活かしたPR活動

観光客を呼び込む魅力向上

誇れるまち6

●担い手の育成・確保（新規就農者へ生活資金、初期投資資
金への助成）
●担い手（借り手）・貸し手のマッチング（農業委員会、農地
中間管理機構との連携強化）
●農産物の海外販路拡大（鉾田産農業のブランド化）
●スマート農業推進（最新技術・情報通信技術（ICT）の活用）
●農業専門的知識を有した人材の雇用
●農業用廃プラスチックの負担軽減

地元農業の持続的な発展

●学校跡地利活用事業の拡充
●企業誘致による雇用創出
●SDGsの達成に貢献するベンチャー企業の誘致・起業育成
●企業版ふるさと納税制度の制定

新たな産業の創出と持続的発展

●移住定住促進事業補助金の拡充
●積極的な空き家対策計画を策定

地元を大切にする仕組みづくり

つながりを力に活気ある地域へ

活気ある地域5

在宅療養者向けの巡回接種
ワクチン接種に関するデータ開示の徹底
自宅療養者のモニタリング体制の構築

多様なライフスタイルに合わせた接種体制の整備
困窮事業者・世帯・個人への迅速かつ十分な支援
PCR検査費用の助成

徹底したコロナ対策を継続します

子育て世帯応援事業 高校生応援特別支援金給付事業

昭和30年 鉾田市(大洋村)生まれ。現在65歳。
昭和46年3月 大洋村立大洋中学校卒業
昭和49年3月 茨城県立鉾田第一高等学校卒業
昭和53年3月 亜細亜大学法学部卒業
昭和54年9月 鹿行広域市町村圏事務組合 消防本部職員採用
平成27年3月 鹿行広域市町村圏消防本部 鉾田消防署長を早期退職
平成27年6月 鉾田市議会選に出馬、初当選
平成29年11月 鉾田市長選に出馬、初当選

プロフィール  Profile

〒311-1517 茨城県鉾田市鉾田1583-10

Tel.0291-33-6650  FAX.0291-32-8711
info@kishida-kazuo.com

［発行元］ 岸田一夫後援会 一風会

kishida-kazuo.com 岸田一夫

岸田一夫の活動はウェブでも発信中！

Facebook
https://www.facebook.com/kishida.kazuo

Twitter
@kishida_kazuo

Instagram
@kishida.kazuo

■ 元原子力施設の安全に関する調査特別委員会 副委員長
■ 元茨城県立鉾田第二高等学校体育後援会副会長
■ 鉾田ロータリークラブ会員　■ 元鉾田町立鉾田幼稚園PTA会長
■ 茨城県立鉾田第二高野球部後援会会長
■ 元鉾田町公立幼稚園PTA連絡協議会会長
■ 元鹿行広域事務組合管理者　■ 鉾田・大洗広域事務組合管理者
■ 社会福祉法人 鉾田市社会福祉協議会 会長
■ 公益財団法人 鉾田市健康づくり財団 理事長
■ 公益財団法人 鉾田市シルバー人材センター 理事長

所属・役職  Affiliation / Position （令和3年9月現在）

市民生活と
経済を守る

鉾田市
独自

鉾田市
独自

令和3年9月30日の議会で可決しました。


